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経済論叢 〔京都大学)第156巻 第5号,19954-11月

フ ィ リピ ンにお け る現 地 系 大 手 食 品企 業 に よ る

養鶏 イ ンテグ レー シ ョンの形 成

大 江 徹 男

1は じ め に

1980年 代 以 降,ア ジ ア諸 国 は,緑 の革 命 に よ る増 産効 果 もあ っ て,あ る程 度

の食 糧 自給 体 制 を 確 立 した。 しか し,そ の後 米 以外 の 商 品作 物 や 畜 産 物 あ る

い は水 産 加 工 品 に 代 表 さ れ る付 加 価 値 の高 い,新 しい 一次 産 品 の生 産 が 急 伸 し,

米 を.含め た 伝 統 的 作物 の 生 産高 を凌 駕 しつ つ あ る%

この よ うな 新 しい 一次 産 品生 産 が 大 き く伸 びて きた 背景 に は,内 外 の大 手 農

業 関 連 企 業(ア グ リ ビ ジネ ス)の 存 在 が あ る。 な か で も,近 年 注 目され て い る

のが,東 南 ア ジア に お け る現 地 系 ア グ リ ビ ジ ネ ス資 本 の 動 向 で あ る.た とえ ば,

タ イ にお け るCPグ ル ー プ の よ うに,外 国企 業 と提 携 せ ざ るを え な い とい う一

面は あ る もの の,現 地 系資 本 が まが りな りに も農 業 関 連 産 業 に お け る イ ニ シア

テ ィブを 取 って い る 。 ま た,生 産 及 び輸 出規 摸 で み る と タイ に見 劣 りす る と は

い え,こ の よ うな傾 向 は本 稿 が 対 象 とす る フ ィリ ピ ンの ア グ リ ビジ ネ ス につ い

て も検 出 し うる こ とで あ る。 特 に,フ ィ リピ ンの 場 合,製 造 業 に お け る農 業 関

連 産 業 の 比 重 が い ま だ に高 い た め,ア グ リ ビ ジ ネス が 国 内 産業 に お い て果 た す

役 割 は非 常 に 大 きい 。

ア ジ アに お け る 現 地 系資 本 の 農業 関連 産 業 にお け る事 業 展 開,な か で もイ ン

テ グ レー シ ョンに 注 目 した研 究 は少 な く,タ イの ブ ロ イ ラー につ い ての 末 廣 昭

1)新 藤政治 「アジアにおける農 業の多角化;「 緑の革命」の後 に」 国際 農林業協 力協 会 「国際農

林業協力JV.1.17、No、2,1994。
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氏 の研 究 が あ げ られ る程 度 で あ る㌔ も っ と も,末 廣 氏 の分 析 も ブ ロ イ ラー と

い う特 定 部 門 を対 象 と した考 察 で あ り,農 業 関 連 産 業 の 複数 部 門で 広 範 囲 にわ

た って多 角化 して い る現 地 系 資 本 の全 体 像 を と らえ て い る とは,必 ず しもい え

な い。

筆 者 は,す で に フ ィ リ ピ ンの新 しい 輸 出 用 一 次 産 品 で あ る養 殖 エ ビ にお け る

現 地 系 資 本 の イ ン テ グ レー シ ョン につ い て考 察 して い る%そ こで,今 回 は養

殖 エ ビに参 入 して い る 同 じ企 業 が ブ ロ イ ラー 産 業 に も早 くか ら携 わ って きて い

る 点 に注 目 し,ブ ロ イ ラー産 業 の現 状 を明 らか にす る こ とで,少 数 の現 地 系 資

本 が 農業 関連 産 業 の複 数 部 門 で,契 約 生 産 を含 め た イ ンテ グ レー シ ョ ンを確 立

して い る事 実 を検 証 す る。 そ うす る こ とで,フ ィ リ ピ ンの ア グ リ ビジ ネ ス の活

動 を よ り包括 的 に とら え る こ とが 可 能 に な るで あ ろ う。

本 稿 で も う ひ とつ 注 目 した い のが 多 国籍 企 業 と現 地 系 資 本 との 関係 で あ る。

末 廣 氏 ぽ,タ イの ブ ロイ ラー産 業 に お け る多 国 籍 企業 の技 術 的 優 位 を 認 め な が

ら も,ブ ロ イ ラー 生産 の諸 工 程 を同 列 にお き,多 国籍 企 業 とタ イ系 財 閥 との 関

係 を それ ぞ れ が得 意分 野 に特 化 し,相 互補 完 関係 を保 ってい る と位 置 づ け て い

る4}。本 論 文 で は,そ の 当 否 を 問 うだ けの 資 料 が 入 手 で きて い な い が,フ ィ リ

ピ ンの ブ ロ イ ラー 産業 に お け る多 国籍 企 業 の役 割 を 明 らか に した うえ で,フ ィ

リピ ン と タ イの 両 国 に また が る 多国 籍 企業 の事 業 展 開 とい う視 点 か ら,そ の 一

端 を紹 介 した い 。

本 稿 で は,ま ず2章 で 国 内総 生 産 に 占め る家 禽 部 門(鶏 肉 を含 む)の シ ェア

2〕 タイの養鶏イ ンテグ レーシ ョンについては,末 廣 昭 「タイにお けるアグリビジネスの展 開一

飼料 ・プロ イラ」産 業の6大 グループ 」滝川 勉編 『東南 アジ アの農業技術 変革 と農村社

会』 ア ジア経済研究所,1987年 が詳 しい巾

3}拙 稿 「フィリピンにおける養殖エ ビの台頭 とア グリビジネスー フィリピン系資本の展 開を中

心に して一一 」 『経済論叢』第154巻 第2号,19944f,

4)末 廣氏 は,タ イにおける多国籍企業 の経済 支配の度合いは,受 入れ国の政府,民 族資本,生 産

労働者 ・農民や消費者 との強調 ・対抗 関係の中で決ま って くる としたうえで,4つ のパ ター ンに

分類 している。そのなかで,ブ ロイラーに代表され るアグ ロイ ンダス ト1,一分野 においては,多

国籍企業 とタイ系財 閥の間に相互補完 関係がある と規定 している。末廣昭 「多国籍企業 と経済 変

動」坂本義和編 『世界 政治の構造変動3発 展」岩波書店,1994年,60ペ ージ。
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を もと に,第 一次 産 業 内 に お け る 同部 門 の伸 長 を確 認 す る。 そ の うえで ,ブ ロ

イ ラー 産 業 に お け るイ ンテ グ レー シ ョ ンの形 成 とそ の 具体 的 な構 造 につ い て 考

察 す る。 続 く第3章 で は,イ ンテ グ レー シ ョンの 各部 門 に お い て,大 手現 地系

資 本 に よ る寡 占状 態 が すで に形 成 され て い る現 況 を確 認 した うえで,最 大 手 で

あ るサ ン ・ミゲ ル社 の イ ンテ グ レー シ ョンに つ い て具 体 的 に検 証 す る。 また,

フ ィ リ ピ ンに おい て養 鶏 の 中心 とな って い る契 約 生 産 につ い て ,ピ ュ ア フー ド

社 の 事例 を紹 介 しなが ら,詳 細 に分 析 して い く。

11フ ィ リ ピン に お け る養 鶏 イ ンテ グ レ ー シ ョ ンの形 成

α)家 禽 生 産 の 発 展

フ ィ リピ ン経 済 の な かで,農 業 な ど の 第一一次 産 業 の 果 た す役 割 は い ま だ に大

きい が,そ の 内 実 は 急 速 に変 化 しつ つ あ る。 そ こで,フ ィ リ ピ ンの 第一 次 産 業

の部 門別 付 加 価 値 額 の 推 移 を表1を もと に簡.単にみ て お こ う。

全 体 的 な 傾 向 と して,伝 統 的 な農 作 物 部 門 と畜 産 ・家 禽 部 門 とは対 照 的 な動

きを 示 して い る 。 フ ィ リ ピ ンの代 表 的 作 物 で あ る米や と う もろ こ しを含 む 農作

物 部 門 の 比 重 が依 然 と して高 い と はい え,そ の シ ェア は1986年 の63%か ら90年

に は57%ま で 減少 し,相 対 的地 位 を下 げ て い るの に対 して,畜 産 部 門 が 同 時期

に8%か ら11%へ,家 禽 部 門 もや は り9%か ら12錫 に まで シ ェ アを伸 ば して い

る 。

表1総 付加価値の農林水 産部門別推移 (単位:%)

1986 1987 1988 1989 1990

合 計 10D.0 100.O 100.0 100.0 100.0

.

農 作 物 63.0 61.O 59.5 58.7 56.8

.畜'産 8.4 9.1 9.6 10.1 10.7

家 禽 9.4 10.2 11.o 11.5 12.4

水 産 16.8 17.3 17.4 17.4 18.1

林 業 2.4 2.4 .2.5 2.2 2.0

(出 所)NationalEe,onomlcDevelopmentAuth(班lty,PhilippineStatisticsYearho。kの 各 年 版
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表2製 造 業 全 体 に 占め る食 品 ・飲 料 部 門の シ ェ ア(単 位=百 万 ペ ソ)

1988 89 90

総 額

食 品 ・飲料部門

構 成 比(%)

207,236

97,845

47.2

233,192

108,113

46.4

271,406

124,678

45.9

(原 出所 〕NationalStatisticalCoordinationBoard,TlleNadonalAccl,untofthePhilippines.

(出 所)鈴 見 満 喜 「フ ィ リ ピ ン の 食 品 産 業 」 フ ィ リ ピ ン 日 本 商 工 会 議 所 報,1992年6月 号

(No.細

これ を9ユ年 の デ ー タで 地域 別 にみ る と,農 作 物 部 門 で は南 タガ ロ グ を 中心 と

した ル ソ ン島南 部 と ミ ンダ ナ オ島 が ほ ぼ 同 じ比 率 を 占 め て い る の に対 して,畜

産 と家 禽 部 門で は 中部 ル ソ ン と南 タ ガロ グだ けで 半 分 近 くに達 す る な ど,農 作

物 とは異 な りマ ニ ラ首都 圏周 辺 の特 定 地 域 に集 中 して い る のが 特 徴 的 で あ る。

ま た,製 造 業 部 門 をみ て も,1990年 の製 造 業 の 総 付加 価 値 の う ち食 品 ・飲料

部 門 が50%近 く を 占め てい る こ と(表2),1993年 の全 産 業 を対 象 と した 売 上

高 企 業 ラ ンキ ン グを み る と,ビ ッグ ・ビジ ネ スの 関 連 企 業 を 中心 に,上 位50#t

の なか に食 品 ・飲 料 関 連 企 業 が11社 人 っ て い る こ とな どか ら(表3),製 造 業

と第 一次 産業 との 間 に深 い連 関 が あ る こ とは 明 らか で あ る。 そ の 意 味 で は ,第

一 次 産 業
,と りわ け 最 近 次 第 に シ ェ ア を伸 ば し て き て い る畜 産 及 び 家 禽 が,

フ ィ リ ピ ン経 済 にお い て 果 た す役 割 は比 較 的大 きい とい え よ う。

それ で は,次 に家 禽 の 代 表 と もい え る チ キ ン,な か で もブ ロイ ラー.のイ ンテ

グ レー シ ョ ン形 成 の 推 移 とそ の構 造 に焦 点 を当 て て,さ らに詳 し くみ てみ よ う。

〔2)イ ンテ グ レー シ ョン形 成 の推 移 と構 造

フ ィ リ ピンで は,マ ル コ ス及 び ア キ ノ政 権 下 にお け る た びか さ な る政 治 的 混

乱 もあ り,同 国経 済 は容 易 に低 迷 状 態 を脱 す る こ とがで きず,所 得 は伸 び悩 み,

鶏 肉消 費 量 は他 の東 南 ア ジ ア諸 国 と比 べ る と,相 対 的 に少 な い5>。そ の た め,

5)他 の東 南 ア ジ ア諸 国 と比 べ る と,フ ィ リ ピン の鶏 肉消 費量 は 少 な い 。 た とえ ば、 シ ンガ ポ ー ル,

マ レー シ ア1タ イの1人 当 た り年 間消 費量(1990年)が,そ れ ぞ れ35 .8,19.4.9.7k,な の/
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表31993年 の 全 産 業 に お け る 主 要食 品 メ ー カ ーの 売 上 高 順 位(上 位50位 まで)

(単位;百 万 ペ ソ)

順位

5

9

0

1

8

0

4

5

3

6

9

ユ

2

2

3

3

3

4

4

4

企 業 名

SanMigue

Coca-ColaBottlers

NestlePhilippines

GeneralMilling

RFM

PureFoods

Universa且Robina

SanMiguelFoods

売上高 純利益 備考

DelMontePhil童PP量ne8

DulePhili叩ines

VictoriasMilling

28,2763,595

13,89911,765

13,3221,645

6,147216

5,349302

5,2i6172

4611445
,

4,552.197

サ ン ・ミゲ ル グ ルー プ

サ ン ・ミゲ ル十 コ カ コー ラ(70%)

サ ン ・ミゲ ル+ネ ッス ル(45%)

地 場.系

コ ンセ ブ シ オ ン財 閥

アヤ ラ財 閥

ゴ コ ン ゥエ イ財 閥

サ ン ・ミゲ ル グル ー プ(100%)

1
、794

,596

,466

259

4

ユ16

外資系(RJRナ ビスコ)

外資系

地場系

(出 所)MahalKingPhilippinesFoundation,Inc,PhilippinesBest1000CorporationsEdition,

1993.

(注1)金 融機 関 を含 め た全 産 業 を対 象 と して い る。

(注2)備 考 の括 弧 内 数値 は 、 出資 比 率 。

周 辺 諸 国 に比 べ て 商 業 的 ブ ロ イ ラ ー生 産 の 形 成 も遅 れ て お り,い まだ に地 鳥 が

地 方 の マ ー ケ ッ トで は取 引 され てい るの が 現 状 で あ る。

もっ と も フ ィ リ ピ ンで の ブ ロ イ ラ ー生 産 そ の もの の 開始 は比 較 的 早 く,1950

年 代 にす で に外 国 産 の種 鶏 が 輸 入 され,近 代 的 な ブ ロ イ ラ ー生 産 が 始 ま って い

る。60年 代 にな る と大企 業(現 地 系 資 本 が 中 心)が ブ ロ イ ラー ・イ ンテ グ レー

シ ョ ンの 一 環 と して 契 約生 産 を導 入 す る こ とで,ブ ロ イ ラー生 産 が刺 激 され る

こ と とな った%な か で も,生 産拡 大 の きっ か け とな った の が,マ ニ ラや セ ブ

な どの大 都 市 及 び そ の 周 辺 部 を 中 心 に した ス ー パ ー マ ー ケ ッ トや フ ァー ス ト

フー ド店 の 急 速 な 展 開 と,そ れ に よ る加 工食 品 の浸 透 で あ る。 た と えば,1989

年 時 点 で393の ス ーパ ー マ ー ケ ッ ト,7,275の レス トラ ン(そ の う ち5、197が マ

＼ に 対 し,フ ィ リ ピ ンで はわ ず か4.7kgで あ る。 しか し,フ ィ リピ ン の消 費 量 は 近年 増 加 傾 向 に

あ る 。PhilippineAssociationofBroilerIntegrators,Inc.の 資 料 よ り。

6)CeuterforResearchendComma】UcaUon(CRC),Agrlbus血essMonitりr,April,1992,p.5.

i

ー
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表4主 要 食 料 ・飲料 部 門 に お け る最大 手 メ ー カ ー 一1990年一

(421>43

部 『F 市場規模…(百
万ペ ソ〉.

主 要 メー カ ー とそ の シ ェ ア(%)

フ ァ 」 ス ト7ー ド 250

.

iハ ンバ ー ガ ー
「

…チ キ ン

113

50

、"
ン ヨ

ケ ン

ホ ッ ト ド ヅグ ・ソ ー セ ー ジ 70 ピ ュ

スナ ッ ク類 60

ビー ル 600 サ ン

ソフ ト ドリ ン ク 600 コカコ

イ ン ス タ ン トコ ー ヒ ー 150
¶

不 ツ

イ ンス タン ト ミル ク 200 ネ ッ

ア イ ス ク リ ー ム 50 マ グ

ジ ョ リ ビー(50%),マ ク ドナ ル ド(30%)

ケ ンタ ッキ ー(35%)

ピュ ア フー ド(45%),RFM(30%)

サ ン ・ミゲ ル(90>

コカコーラ〔サン・ミゲル+コカコーラ,67%〉,ペ プシ(21%〕

ネ ッスル(サ ン ・ミゲル十 ネッスル)

ネ ッスル(サ ン ・ミゲル+.ネ ッスル)

マグ ノリア(サ ン ・ミゲ ルグルーブ)

(出所)鈴 見満喜 「フィリピンの食品産業」フィリピン日本商工会議所所報.1992年6月 号(No.

85)及 び1994年7月 の現地での聞き取 り調査より筆者作成.

ニ ラ首都 圏),2 ,486の フ ァー ス トフー ド店(そ の う ち1,776が マ ニ ラ首 都 圏)

が 展 開 して お り,加 工 食 品の 普.及に は 目ざ ま し い も のが あ るη。 こ の よ うな加

工 食 品 化 を象 徴 して い る の が フ ァー ス トフ ー ド.産業 の代 表 と もい え る ジ ョ リ

ビ一 社 の 躍 進 で あ る。 同社 は,1975年 の創 業 以 来,急 速 に事 業 を拡 大 し,92年

時 点 で107店 を所 有 し,フ ァー ス トフー ド全 体(同 社 は ハ ンバ ー グが 中心 で あ

る)の マ ー ケ ッ トシ ェ ア の半 分 を 占 め る ま で にな って い る%こ の た め企 業 番

付(売 上 高).も1985年 の319位 か ら,93年 の70位 に まで 躍 進 し,フ ィ リ ピ ンの

代 表 的 な 食 品 企 業 の ひ とつ に成 長 してい る。 なお,フ ィ リ ピ ン系 企 業 と並 ん で,

マ ク ドナ ル ド社 な ど外 資.系企 業(ほ とん どが 米系)の 進 出 も盛 んで ,マ ク ドナ

ル ド社 が ハ ンバ ー ガ ー市 場 の約30%を,ケ ン タ ッキ ー フ ライ ドチ キ ン社 が フ ラ

イ ドチ キ ン市 場 の約1/3を 占 め て い る とい わ れ て い る(表4)。

で は,フ ィ リ ピ ンの ブ ロ イ ラ ー生 産 は どの程.度な のか,具 体 的 な数 値 を み て

7)「Ch:」HengingaUodds.一ThePh山ppinefoodind口.try一 」AsianPacificFoodIndustryJune ,

1992.

8)CRC,AgribusinessMoniしor,August,1994.
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図1鶏 肉 生 産 の推 移
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600

550

500

450

400

19861987198819891990199119921993

〔出所)Philipi皿eAgribusinessFact&Directory1992一 ⊥993.

(注)1993年 は暫定値。

お こ う。 フ ィ リ ピ ンに お け る鶏 肉 生 産 ほ,近 年急 速 に増 加 してい る。1980年 代

中頃 に経 済 の 急 激 な落 ち込 み な どか ら一 時 的 に 減少 す るが,80年 代 後 半 か ら再

び増 産 に転 じて い る。 た とえば,1986年 に40万tで あ っ た鶏 肉生 産 も88年 ごろ

か ら急 速 に上 昇 に転 じ,89年 に50万t,92年 に は60万tを 超 え,93年 に は70万

t近 くま で 伸 び て い る(図1)。 飼 養 羽 数 で み る と,88年 時 点 に おい て ユ億

7,400万 羽 で あ った 食 鳥(DressedChickin)P}が,90年 に は2億 羽 を超 え て い

る。

なか で も特 徴 的 な のが,① 比 較 的 高 い 商 業化 率 と(全 飼 養 羽 数 の う ち,商 業

的 農 家(1,000羽 以 上 を飼 育 して い る農 家)の 占め る生 産 比率),② マ ニ ラ首都

圏 周 辺 地域 へ の生 産 集 中で あ る。 た とえ ば,商 業化 率 は,鶏 肉生 産 全 体 の65%,

食 鳥 につ い て は 約75%に 達 して い る(表5)。 しか も,表5か ら も明 らか な よ

うに,商 業 化率 が80年 代 後 半 か らの ブ ロイ ラー 生 産 全体 の 回復 と連 動 す る形 で

徐 々 に高 ま って お り,そ の意 味 で は,い ま だ に 地 鶏 生 産 が地 方で は存 在 して い

る とはい え,少 な くと も食鳥 に関 して い えぼ,商 業 的 生 産が 果 たす 役 割 は急 速

に強 ま っ てい る。

9)具 体的には.ス ーパーで売られている骨つぎもも肉などがあげられる。



フィリピンにおける現地系大手食品企業

表5食 鳥生産の経営類 型別推 移

(4お>45

(単 位:千 羽,銘)

一

1983 84 85 86 87 88 89 90

合 計 170,862 166,354 147992
, 156,123 164,615 173,785 186,707

庭 先

商業 用㈲

46,416

12生446

44,393

121,9日 ユ

40,269

107,723

39,892

116,231

42,312

122,303

42,065

131,720

45,192

1415ユ5,

205,356

.....52,928

ユ52,428

〔.4)の対 前年

増 減 率
一3.4 一 2,0 一1ユ .7 7.9 5.2 7.7 .... 7.4

........ -

7.7

〔出所〕 図1と 同 じ.

(注)商 業用農家 とは,1000羽 以 ト飼養 して いる農家。

表6食 鳥 の地域別構成比 (単位:%)

1982 85 86 87 器 89 90

合 計 100.0 100.0 100.⑪ .100.σ 100.0. ..一100.0 100.0

中 部 ル ソ ン

南 タ ガ ロ グ

西 ヴ ィ サ や

そ の 他

7.8

43.9

22.1

26.2

3.2

63.9

8.0

24.9

3.3

70.7

5.6

20.4

3.6

71.2

6.9

18.3

3.6

7ユ.2

6.9

18.3

10.0

672

62

16.6

31.9

55.8

2.8

9.5

(出 所)図1と 同 じ。

さ ら に,地 域 別 に み る とそ の偏 りが よ り鮮 明 で あ る。食 鳥 と地 鶏 の 両 方 を.含

む全 体 で み て も,中 部 ル ソ ン と南 タガ ロ グだ けで半 分 を超 えて い るが,さ らに

食 鳥 だ けに 限定 す る と,中 部 ル ソ ンと南 タ ガ ロ グだ けで80%を 超 え,マ ニ ラ首

都 圏 周 辺 地 域 へ の集 中 度 は さ ら に高 ま っ て い る(表6)。.つ ま り,フ ィ リピ ン

の 場 合,マ ニ ラ とい うフ ィリ ピ ン最 大 の消 費市 場 の周 辺 地 域 に,ブ ロイ ラー養

鶏 が集 中 的 に展 開 してい るの が 大 きな特 色 で あ る,

この よ うに,ブ ロ イ ラー 生 産 にお い て商 業 化 及 び 首 都 圏 へ の 集 中 化が 進 展 し

て い る が,結 論 を 先 取 り して い え ば,こ れ は 少 数 の 大 手 資 本 の イ ンチ グ レ ー

ダー に よ っ て支 配 され て い る結 果で あ る。 そ こで ,.フ ィ リ ピ ンに お け る プ ロ イ.

ラ.一・.インテ グ レー シ ョンの全 体 構 造 を図2を 見 な が ら確 認 して お こ う。

まず,ブ ロ イ ラー生 産 に必 要 不 可 欠 で あ る原種 鶏 及 び種 鶏 に 閲 して は,自 社

開 発が で き ない た め,そ の ほぼ 全 て を欧 米 の 育種 企 業 か ら輸 入 して い る。 そ し



図2

1.イ ンテ グ レー シ ョン型

輸入飼料

外国育種 会社

鶏原種,種 鶏 の輸入

直営種鶏湯

麺鶏場,孵 化場

契約生産

種 鶏

↓

素 ヒナ

フ ィ リピ.ンにおけ る鶏 肉生産 構造 の 概 況

農 民

市場 契約購 入(緒 につ吟たばか り)

イエローコー ン

飼料 メーカー 生産会社

直営養鶏場

"

O

(高
匿

)

食肉解体,加 工 工場

契.約生 産

↑技術提携.合 弁
〔契約生産が中心)

外国企業

2,在 来 型

裏庭 一 自家消費が 中心

小規模な商業用 ローカル市場へ(Live)

〔出所}末 廣昭 「タイにおけるアグリビジネスの展開一飼料 ・ブロイラー産業の6大 グループ」滝川勉編 「東南

アジアの農業技術 革命 と農村社会Jア ジア経済研究所,1987年 を参考に現地 聞き取 りか ら筆者が作成。

レス トラ ンやス ーパ ー,

フ ァ ース トフー ド店

一甥

赫

癬

切
牽

在来種 独立養鶏場
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て,輸 入 され た 原種 鶏 及 び種 鶏 か ら素 ビナ を生 産 して 契 約 生 産 農家 に供 給 して

い る 。 た い てい の 場 合,直 営 の種 鶏 場 で 育 成 して い る場 合 が 多 い が,RFM#f

Qよ うに この素 ビナ生 産 の分 野 にお い て も契 約 生 産 を導 入 して い る ケ ー ス もあ

る。

次 に,イ ンチ グ レー ダー は,通 常,契 約 生 産 農 家 に 対 して,素 ビナ以 外 に も

自社 製 の飼 料 や 薬 品 な ど生 産 に必 要 な資 材 を供 給 し,そ の うえで,契 約 生 産 者

に対 して 自社 の 処 理 加 工 場 へ の生 鶏 の 出荷 を義 務 づ け る 。契 約 生 産 者 に よ って

供 給 さ れ た生 鶏 は,イ ンチ グ レー ダー の処 理 加 工 場 で 解 体,加 工 処 理 され た後,

スー パ ー マ ー ケ ッ ト等 に直接 配 送 さ れ る。 な お,フ ィ リピ ンで は ブ ロ イ ラ ー の

輸 出 は皆 無 に等 しい た め,タ イ の よ う に輸 出市 場 の ニー ズ に 合 わ せ た細 か い加

工 技 術 を必 要 と しな い が,そ れ で も外 国 企 業 な ど と技 術 提 携 を して,国 内 市場

向 け の新 しい 製 品 開 発 を進 めて い る。

こ の よ うに,フ ィ リ ピ ンの ブ ロ イ ラー の イ ンテ グ レー シ ョンは,基 本 的 に は

東 南 ア ジ アの 先 進 国 で あ る タ イ を踏 襲 す る形 とな って い る,m。 つ ま り,① 飼 料

生 産 か らス ター トし19,② 養 鶏 部 門で は,契 約 生産 に大 き く依 存 す る と 同時 に,

③ 種 鶏 な ど.高度 な技 術 が 要求 され る分 野 で は外 国 企 業 にほ ぼ 全面 的 に 依 存せ ざ

るを え な い とい う点 で タ イ と共 通 してい る。 もっ と も,タ.イ の ブ ロ イ ラ ー産 業

が輸 出 向 け生 産 中心 で あ るの に対 し,フ ィ リ ピ ンで は主 に 国 内市 場 向 けで あ る

点 が大 きな違 い で あ る。

皿 大手食品企業によるインテグレーションの形成

(1)大 手 食 品企 業 によ る寡 占化

これ まで ブ ロ イ ラー の生 産 の推 移 とその 構 造 につ い て み て き たが,そ の 大 部

分 は少 数 の大 手 企 業 に よ っ て支 配 さ れ て い る。 サ ン ・ミゲ ル社1z:1やピ ュ ア フー

10)タ イのブロイラーの構造 については,末 廣昭,前 幅論文,3関 ページ参照。

11)大 手イ ンチグ レーダーであるサ ン ・ミゲル杜及びRFM社 は,そ れぞれ ピー.ルと製粉業を本業

としていたが,飼 料空席 にも携わ り,そ の後,プ ロ.イラー生産 に参入 してい る。

12)サ ン ・ミゲル社は,従 来はスペイ ン系財閥である ソリアノ財 閥の中核企業であ ったが,株 式/
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ズ 社 な どに代 表 され る よ う に,大 手 イ ンチ グ レー ダー は,現 地 系 企 業 グ ルー プ

の 中 核 企 業 と して グ ル ー プ内 で 最 重 要 な役 割 を担 っ てい る。 そ こで次 に ブ ロイ

ラー 生 産 の 工程 別 に大 手 イ ン チ グ レー ダー に よ る寡 占状 況 につ い て み て み よ う。

① 種 鶏

ブ イ リ ピ ンの場 合,ア ジ アの ブ ロイ ラー生 産 の先 進 国 で あ る タ イ と同様,種

鶏 の ほ とん ど を外 国 の 育 種 企 業 に依 存 して い る(表7)。 た とえ ば,最 大 手 の

イ ンチ グ レー ダー で あ るサ ン ・ミゲ ル杜 の 場 合 は,タ イの最:大手 で あ る.CPグ

ル ー プ とな ら んで,ア ー バ ー エ ー カ一社 か ら種 鶏 を輸 入 して い る、 これ は,現

時 点 で は,フ ィ リピ ンの 現 地 系資 本 自 らが 新 種 の 開発 を行 う こ とが 不 可 能で あ

り,先 進 国 の 多 国籍 企 業 に頼 らざ るを え な い とい う現 状 を示 して い る。 な お,

アー バ ー エ ー カ 一社 は,85年 時 点 で 全 世界 の販 売 シ ェ ア の38%,ア ジ ア市 場 の

42%を 占め て い る とい わ れ て お り131,世 界 最 大 の種 鶏 育 種 企 業 で あ る。 そ の意

味 で は,タ イ,フ ィ リ ピ ン両 国 と も,同 じ アメ リカ系 多 国 籍 企 業 に よ って,ブ

ロ イ ラー生 産 の技 術 面 に おい て 最 重 要 で あ り,か つ コ ス ト的 に も大 きな意 味 を

もつ種 鶏分 野4)を 完 全 に牛 耳 られ て い る とい っ て も過 言 で は な い。

表7主 要 イ ンチ グ レー ダ ーの 提 携 先

企 業 名 種 鶏 食 品 加.1:

サ ン ミ ゲ ル

RFM

GeneralMilinig

ArborAcresBroilerStrains

PertersonIndustries

Pilich-Dekalb

C。mp。f・i・ 晒)

Swift's(米)一

(出 所)CRC,AgribusinessMoniしQr,April1992そ の他 の資 料 よ り作 成 。

＼ 所 有 を め ぐっ て 政府 と元 大 株 主 で あ る コフ ァ ンコ氏 との 間 で対 立 が 続 い て お り,最 終 的 な 所有 は

決 め られ て い な い 。 な お,ソ リア ノ財 閥 は マ ル コス氏 失脚 後 に ・応 経営 権 を回 復 して い る。小 池

賢 治 「フ ィ リ ピ ンの則.閥 」 小 池 賢 治 ・星 野妙 干 編 『発 展 途H国 の ビ ジ ネ ス グル ー ブ」 ア ジア経 済

研 究 所,1993年 。

13)末 廣 昭,前 掲 論 文,307ペ ー ジ。

14)一 例 と して 、 年 間2、000-2,500羽 を 生 産 して い る農 家 の 経 営 状 況 を み る と,経 常 費 〔opera・

ti..cost)の な か で 最 大 の シ ェ ア を 占 めて い る の が 飼 料 費 で(約54鮒,そ の 後 に素 ビ ナが 続 い

て い る(約30%)。R.RGapuz,Sr,PoultryManagementinthePhilippines,ParklaneC。 ㎜ner.

cial,1992,P.35.
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また,輸 入 され た種 鶏 か ら,イ ンチ グ レー ダー の直 営 種 鶏 農場 も し くは農 家

との 契 約 生 産 を通 じて,商 業 用 の 素 ビナ が 生 産 さ れ,養 鶏 の契 約 生 産 者 に対 し

て供 給 され て い る。

② 養 鶏

地 方 の 生鮮 食 肉市 場 を除 けば,食 鳥 の も と とな る 生 鶏 の大 部 分 は,農 家 との

契 約 生 産 に よ って供 給 され てい る。 そ の 契 約 生 産 者 の 生産 能力 を と って み る と,

サ ン ・ミゲ ル社,ピ ュ ア フー ド社,RFM社 の 上位3社 だ け で も1億2,0⑪0万

羽 と,食 鳥 生 産 全 体 の6割 に達 して い る。 つ ま り,養 鶏 部 門 に お い て,少 数 の

企 業 に よ る契 約 生 産 が 進 み,そ れ ら企 業 に よ る養 鶏 部 門 に お け る 強 固 な 寡 占体

制 が す で に確 立 してい る。

③ 飼 料 生 産

ブ ロ イ ラー同 様,飼 料 生 産 につ い て も,商 業 化 され て い な い 自給 的 な 部分 が

依 然 広 範 囲 に存在 して い る とは い え,商 業化 され てい る部 分 に つ い て は,大 手

イ ンチ グ レー ダー に よる 市場 占有 率 が か な りの比 率 に 達 して い る 。 企業 別 の正

確 な生 産 量 を示す デ ー ターが 入 手 で きない の で,業 界 団 体 別 に み る と,上 位10

社 の ほ と ん どが 所 属 して い るPhilippineAssociationofFeedmilecs,Inc.が

商 業 用 生 産量 の過 半 を 占め て い る1%

上位 企 業 につ い て は,そ の生 産 能 力 で み る と,サ ン ・ミゲ ル1杜 だ けで,上

位10社 全 体 の生 産 能 力 の約4割 を 占 め て い る16♪.つま り,飼 料 生 産 にお い て も

サ ン ・ミゲ ル社 を は じめ と した 少 数 へ の 企 業 に 集 中 して い る こ とが 確 認 で き る。

④ 解 体 ・加 工

種 鶏 部 門同 様 に,処 理 加 工 部 門 で 外 国企 業 との提 携 が 進 んで い る とい う点 で

は,た しか に タ イ と似 て い る が,フ ィ リ ピ ンの ブ ロ イ ラー は輸 出用 で は な い の

、5)AsianProductivityOrganization,Farm-LevelAnimalFeedingSysteminAsiaandThe

Paci丘c,1991,P.333.

16>ま た,規 模別の飼料工場の生産能力をみると,工 場数で全体のわずか約15%に すぎない最大規

模工場(8時 間当たり50tを超える生産能力を持つ工場)が,商 業用飼料工場全体の生産能力の

75%を 占めるなど,大 規模工場に生産が集中する傾向にある。AsianProductivityOrganization,

Pawn.LevelAnimalFeedingSyste皿sinAsiaandThePedfic,1991.
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で,タ イの 骨 な しチ キ ンの よ うな先 進 国 市 場 の ニ ー ズ に合 わ せ た よ り緻 密 な加

工 技 術 は必 要 とせず,あ くまで も国 内 市場 向 け の そ れ で 十分 で あ る。 た だ 近 年

に な って,RFM社 が ア メ リカ企 業(ス ウ ィフ ト社)と,サ ン ・ミゲ ル社 が ス

ペ イ ンの大 手 食 品 メー カー と提 携 を結 ぶ な ど,国 内 市 場 向 け の 新 製 品 の 開発 の

た め に海 外 企 業 と の提 携 関係 が進 展 してい る事 実 に も注 目 して お く必 要が あ ろ

う1㌔

この よ うに して 生 産 さ れ た 食 鳥 市 場 はプ や は り寡 占状 態 を呈 して お り,サ

ン ・ミゲ ル社 を筆 頭 に,ピ ュア フー ズ社,RFM社 の3社 で 市 場 全体 の85%を

支配 して い る(図3)。

図3食 鳥生産の企業別 シェア

そ の他 〔14

Purefoods(20,3%〕

臨 一 燗

………

1………………il…………………il………li……ll

灘　
腰 掛!『

RFM(Swift's)(30.4%)

〔出所)AsiaWeek,August7.1992.

以 上 の よ うに.上 記 の最 大 手3社 を中 心 と した ア グ リ ビジ ネ ス よ る イ ンテ グ

レー シ ョンが,ブ ロ イ ラ ー生 産 の 各段 階 に お い て いか に進 展 して い るかが 明 ら

か に な った 。 これ らの企 業 の なか で も,飼 料 生 産 を含 めた 全 工程 に お い て主 導

的 役 割 を 果 た して い る のが,フ ィリ ピ ン最大 の食 品総 合 企 業 で あ るサ ン ・ミゲ

ル社 で あ る。 そ こで,次 に 同社 の具 体 的 な イ ンテ グ レー シ ョ ンーの 形 成 とそ の

現 状 につ い て よ り詳細 に分 析 してみ よ う。

17)CRC,AgribusinessMonitor,January,1991,p、16、
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② 最 大 手 ブ ロ イ ラ ー ・イ ンチ グ レー ダー の事 例 分 析

一 サ ン ・ミゲル 社 の 場 合一

サ ン ・ミゲ ル社 は,フ ィ リピ ンを代 表 す る 食 品企 業 で,そ の歴 史 は1890年 の

ビー ル事 業 の 開始 に まで さ か の ぼ る。 同社 の ブ ロ イ ラ ー産 業 へ の 参 入 は
,ビ ー

ル製 造 の副 業 と して,ユ953年 に飼 料 生 産 を 開始 した こ と に始 まる(ブ ラ ン ド名 ,

B-Meg)。 飼 料 生 産 か ら イ ンチ グ レー ダー に事 業 を拡 大 した とい う点 で は,タ

イのCPグ ルー プ と同 じで あ る。 事 業 の 中心 は 今 で も ビー ル等 の飲 料 事 業 で あ

るが(93年 度 の 売.ヒ高 の65%が 飲 料 事 業 で,ア グ リ ビ ジ ネス事 業 は27%を 占め

る),最 近 で はや や ア グ リ ビ ジ ネ スの 比 重 が 高 くな る傾 向(90年 度 に は,売 上

高 の68%が 飲 料 事 業 で,ア グ リ ビ ジネ ス は21%に す ぎな か った)が あ り,事 業

の 多角 化 を促 進 し真 の意 味 で の総 合 食 品企 業 へ の 脱 皮 を 図 ってい る凶。

同 社 は,先 に 述べ た ア ー バ ー エ 一 方 一社 か ら原 種 鶏 ま た は種 鶏 を輸 入 し,自

社 の4つ の 近代 的種 鶏場 で素 ビナ を育 成 し,契 約 生 産 者 に供 給 してい る。 同 社

で は,今 の と ころ 自 前で 種 鶏 を 開発 して 供 給 す る こ とが で きない た め ,輸 入 に

完 全 に 依 存 して い る。

次 に,飼 料 生 産 に関 して は,6つ の 直営 飼 料 工 場 で 自社 ブ ラ ン ド製 品 を生 産

して い る。 自社 の契 約 生 産 者 に対 して は もち ろ ん,他 の養 鶏 ,家 密,養 殖 生 産

者 に も販 売 して お り,フ ィ リ ピ ンの代 表 的 な飼 料 生 産 者 と して の地 位 を確 立 し

て い る。 た だ し,飼 料 生 産 の コ ス トダ ウ ンを はか るた め には ,主 原 料 で あ る と

う もろ こ しを よ り安 く,安 定 的 に確 保 す る こ とが 必 要 不 可 欠 で あ るが,フ ィ リ

ピ ンの場 合 は と う もろ こ しの主 産 地 で あ る ミ ンダ ナ オ島か ら飼 料 工 場 が 集 中す

る ル ソ ン島 まで 輸送 しな けれ ば な ら ない た め,コ ス ト高 に な る こ とは避 け られ

ない 。 そ の た め,と う もろ こ し生 産 者 と契 約 を結 んで,安 定 供 給 を確 保 しよ う.

とす る動 き もみせ て い る。

養 鶏 につ い て は,同 社 も他 の イ ンチ グ レー ダー と同様 に,契 約 生 産 に そ の 多

く を依 存 し て い る。 現 在,500の 農 場 と契 約 生 産 を結 んで お り,そ の生 産 能 力

18)サ ン ・ミゲル社の1990年及び1993年のAnnua】Reportよ り。
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表8主 要 イ ンチ グ レー ダー の 各 部 門 に お け る現 状一1992年 一(百 万 羽/年)

企 業 名
養 鶏

加工処理能力 素 ヒナ生産能力
契約生産者数 生産能力

RFM 556 50 22 24(契 約生産)

GeneralMilinig 164農 場 20 4 4.4

サ ン ・ミゲ ル 500農 場 40 36 不明

ビ ュ ア フ ー ド 300 30 53 27.5

VitarichCo 不明 20 11 24

(出 所)図1と 同 じ。

は4千 万 羽 に の ぼ る とい わ れ て い る(表8)。 もっ と も,食 鳥 の シェ アか ら判

断 す る と,そ の 生 産 能 力 は や や過 少 に評 価 され て い る き らいが あ る。

契 約 生 産 そ れ 自体 に つ い て は,後 に詳 し く述 べ るが,基 本 的 に は,契 約 生 産

者 は,サ ン ・ミゲ ル社 か ら 同社 の 飼 料(商 品 名,B-Meg)や ワ クチ ンな ど生

産 に必 要 な資 材 を供 給 さ れ,生 産技 術 の指 導 を受 け なが ら,一 定 の期 間後 同社

の処 理 加 工場 に生 鶏 を納 入 す る こ とに な っ てい る。 供 給 され た生 鶏 は,同 社 の

処 理 加 丁場 で 解 体 ・処 理 さ れ た後,自 社 の流 通 網 を通 じて ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト

等 に 直接 輸 送 され る(ブ ラ ン ド名,MagnoliaChicken)。 な お,サ ン ・ミゲ ル.

社 は,1971年 に初 め て ブ ロイ ラー の処 理 加 工 場 を設 立 して以 来,現 在 まで に23

の工 場 を設 立 して い る。

ま た,こ の 食 肉 加 工 部 門 に お い て,サ ン ・ ミゲ ル社 は ス ペ イ ン系 企 業

(Campofrio社)と 提 携 を結 ん で い る。外 国 企 業 の持 つ 高 い技 術 を 習 得 して,

新 しい 製 品 開 発 に 取 り組 む た めで あ る。 他 方,同 社 は,自 社 の研 究 機 関 を有 し

て お り,ブ ロ イ ラー 関連 分野 に お け る独 自 の研 究 開 発 も同 時 に行 っ て い る。

この よ うに,サ ン ・ミゲ ル社 は,フ ィ リピ ン にお け る養 鶏 イ ンテ グ レー シ ョ

ンのパ イ オニ アで あ り,現 在 長 大 手 の イ ン チ グ レー ダー と して の地 位 を築 い て

い る。 また,飼 料 生 産 か らイ ンテ グ レー シ ョン を形 成 して い る点 や,イ ンテ グ

レー シ ョ ンの 各.部門 に お い て 中心 的役 割 を担 って い る とい う こ とな どか らみ て,

タ イの リー デ ィン グ カ ンパ ニ ー で あ るCPグ ル ー プ との 共通 点 が 数 多 く.見受 け
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られ る。 た だ,7ィ リ ピ ンの ブ ロ イ ラー の コ ス トが 相 対 的 に 高 い こ とや19},

フ ィ リ ピ ンの工 業 化 が 特 定 の企 業 グ ル ー プ に よ る輸 入 代 替 化 とい う色彩 が い ま

だ に強 い こ とな どか ら,ブ ロ イ ラー の輸 出が むず か し く,今 後 の 可 能性 が あ る

と した ら どの よ うな形 で 進 め られ るのか,フ ィ リピ ン工 業 化 の 今後 の展 開 と も

か か わ って,な お しば ら くそ の動 静 を うか が う必 要 が あ ろ う。

(3)契 約 生 産 の 広 範 な導.入

で は,フ ィ リ ピ ンの ブ ロ イ ラー生 産全 体 の70%以 上 を 占め て い る とい わ れ て

い る契 約生 産 は、 どの よ うな 方式 で 行 わ れ て い る ので あ ろ うか 加}。

基 本 的 な 契約 生 産 で は,イ ンチ グ レー ダーが,一 回 当 た り,素 ビナ を5千 羽,

飼 料 を13,500-16,200kg,.そ れ に ワ クチ ン,薬 品(無 料 の 場 合 もあ る)等 を

供 給 す る一 方,生 産 者 の 方 は,土 地,建 物,人 件 費 を 自 己 負担 す る。 な お,ブ'

ロ イ ラ ー生 産 は,イ ンチ グ レー ダ ーが 派 遣 す る技 術 者 の厳 格 な指 導(無 料)の

も とで 行 わ れ る。

各 部 門 間 の輸 送 費 や 輸 送 時 間の 節 約 な ど効 率性 の立 場 か ら,契 約 生 産 者 は イ

ン チ グ レー ダー の加 工 ・冷 凍 ・貯 蔵 施 設 か ら100km以 内 に位 置 す る こ とを原 則

とす る一 方,病 気 等 の発 生 した場 合 に そ の拡 大 を 防 ぐ意 味 で 契 約 生 産 者 同士 は

一 定程 度 離 れ て い る こ とが 望 ま しい とさ れ て い る2%

な お,参 考 ま で に,大 手 イ ンテ ケ レー ダー の ひ とつ で あ る ピュア フー ド社 の

個 人契 約 生 産者 の なか で も最大 規 模 の契 約 生 産 者 の 生 産 状 況 を 示せ ば,次 の と

お りで あ る。 この農 家 は,6千 羽 を収 容 で きる鶏 小 屋 を16所 有 し,年 平 均 約10

万 羽 を 生 産 して い る。 た だ,199ユ 年 夏 に,病 気 で 一 日 に4.千 羽 を失 う こ とが

あ って か ら,損 失 率(Mortality)が5%を 超 え る と6万 ペ ソ弁 償 しな けれ ば

19>筆 者 の 計 算 に よれ ば,1992年 にお け るブ イ リ ピ ンの鶏 肉 の農 家 販 売 価 格 は約2ド ル/kgで 、 タ

イ の 農家 販 売 価 格 ω 、γ5ド ル/kg)の 約2倍 で 、 この よ うな 傾 向 は こ こ数 年 変 わ って い な い 。 畜

産 振 興 事 業 団r畜 産 の 振 興』 と7ィ リ ピ ン農 業 統計 局 の統 計 よ り計 算 。

20>CRC牙AgribusinessMonitor,February,1993、p.16.

21)[bid.,p.7、
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な らな い こ とに な り,現 在 で は ひ とつ の小 屋 当 た り平 均5千 羽 に減 ら して い る

(な お,重 量 当 た りの 飼 料 使 用率(ConversionRate),重 量,損 失率(5%以

内)が 規 定 を ク リア した場 合 に は,.ボ ー.ナスが支 給 さ れ,生 産 者 の生 産 意 欲 を

高 め る措 置 が 講 じ られ て い る)。

そ れ ぞ れ の 鶏 小 屋 に は,イ ンチ グ レー ダ ー か ら 派 遣 さ れ た1人 の 監 視 役

(PoultryBoy)が つ い て お り,鶏 の病 気 φ 早期 発 見 と病 気が.発生 した場 合 に そ

の 拡 散 を 防止 す る役 目 を担 って い る 。 な お,ワ ク チ ン とビ タ ミン剤 は有 料 で あ

るが,会 社 の獣 医 に よ る 診 察,治 療(MedicalService,1日 お き)は 無 料 で

あ る。

この よ うな 契 約 生 産 の な かで も最 も重 要 なの が価 格 水 準 で あ る。 基 本 的 に は,

生 鶏 の 重 量 に従 っ て 行 わ れ,通 常 は平 均45～49日 間 で 生 鶏 の 重 量 が1.3～

L5kgに なれ ば 一定 の 価 格 が 保 証 さ れ る露〕。 な お,価 格 は市 場 の価 格 変動 と は

隔絶 され た方 式 で 設 定 さ れ,規 定 の重 量 を超 えた 分 に対 して は プ レ ミア ムが 加

算 され,逆 に規 定 の 重 量 に 達 しな い場 合 は,そ の 分 だ け価 格 が 引 下 げ られ る。

ただ し,規 定 の 重 量 に 達 しな い場 合 で も,達 す る まで 飼 育 期 間 が 延 長 さ れ る方

式 も とられ て い る2%

そ れ で は,こ の よ うに して決 定 され る価 格 は,生 産 者 に と って妥 当 な ので あ

ろ うか 。 た しか に,生 産者 に してみ れ ば,契 約 生 産 を 結 ぶ こ とで 安 定 した 販 路

を確 保 で き る とい う意 味で は リス ク の削 減 に な る し,あ る程 度 の利 益 が保 証 さ

れ る。 しか し,価 格 決 定 の 主導 権 を ど ち らが 握 るか で 生 産 者 の利 幅 が 大 き く変

わ って くる。 残 念 な が ら生 産者 の経 営 コ ス トに関 す る詳細 な資 料 が 入 手 で き な

いた め判 断 す る こ とは 難 しい が,生 産者 の 中 に は価 格 水 準 に不 満 を もつ ものが

多 い と もい わ れ て い る2㌔

22)Ibid.,P.7.

23)現 地 での 聞 き取 りよ り。

24)現 地 の聞 き取 りに よ る と,契 約 生 産 の条 件 に よ っ て は,契 約 生 産 者 は 契約 相 手 を変 え る こと も

あ る といわ れ て い る。 ヨ
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㈲ 政府 の保 護策 とア グ リビ ジ ネス の対 応

この よ うな ブ ロ イ ラ ー生 産 の 伸 長 に対 して,フ ィ リ ピ ン政 府 は積極 的 に支 援

す る方 針 を取 って い る。 そ の なか か ら,具 体 な動 き と して,ブ ロ イ ラー 産 業 と

関 連 す る農 地 改革 の動 きにつ い て み て お こ うゐ:1。

周 知 の よ うに,フ ィ リピ ン にお い て,農 地 改 革 は長 年 の 懸 案 で あ る。 現 在 執

行 さ れ て い る の は ア キ ノ政権 下 で成 立 した包括 的 農 地改 革法 で,マ ル コ ス政 権

の よ うに改 革 の対 象 とな る品 目を限 定 せ ず,あ らゆ る品 目を俎 上 にの せ て い る

点 に,今 回 の改 革 の大 きな 特徴 が あ る。 しか し,既 得権 益 を もつ 各 方 面 か らの

圧 力 が 強 く,.改 革 は後 退 を余 儀 な くさ れ て い る。 家 禽 ・畜 産 につ い て も例 外 で

は な く,農 地 改 革 省 は,畜 産(牛,豚),家 禽(鶏)の 商業 用 農 家 に 関 す る ガ

イ ドラ イ ン(農 地 改 革 省 行 政 命.令第9号DARAdministrativeOrderNo.

9)を 公 布 して,畜 産 と家 禽 を 包 括 的 農 地 改 革 法 の 対 象 外 と し て しま って い

るz%

この決 定 は,畜 産 と家 禽 に関 す る商業.用農 家 につ い て は包括 的 農地 改 革 法 の

対 象 外 と した1990年 の 最 高 裁 判 決 に基 づ く もので あ る。 包括 的 農地 改 革 法 で は,

商業 用 農 家 につ い て は10年 の 猶予 期 間 を設 け,そ の後 に改 革 を実 施 す る と して

い たが,今 回 の措 置 に よ り,畜 産 関係 農 家 の 最 終 的 な処 置 が,は や ば や と経 営

者 側 に きわ め て 有 利 な 形で 決着 す る こと とな った 。

具 体 的 に は,1988年6月15日 以 前 に,専 業 と して,直 接,実 際 に(exclu-

sive,directly,actually)農 家経 営 に携 わ っ てい た こ とが 条件 とな る27}。しか し,

同 日以 後 に開 始 した場 合で も,新 た に 申請 す れ ば認 め られ るた め,実 質 的 に は

25)フ ィリピン政府 は,そ の他 にも農産物の国際競争 力強化 と関連産業育成のために,全 国12ヵ 所

に輸 出専用 団地 を建設す る構想 を明 らかに している。専用 団地 には,ブ ロイラー処理加工場だ け

ではな く,保 存施 設や大型倉庫 ・サ イ戸な どの関連施 設が建設 され る予定であ る.ま た.飼 料用

トウモロコシに課 して いる関税が免除 されるなどの税 制上 の優遇措置 も計画されている。 これ に

対 して,サ ン ・ミゲル社やRFM杜 な ど地元大手 メーカー4社 が この団地への進 出に.名乗 りを上

げ,い ず れもアジア向 けの豚肉 と鶏肉加工を手がけたいと してい る.畜 産振 興事 業団 「畜産の情

報海外編」,1994年10月 号,12ペ ージリ

26)CRC,AgribusinessM【mlt【 レr,Fヒbru訊ry,1993p.2.

27)Ibid.,p.2.
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全 て の 畜 産 と家禽 の 商業 用 農 家 が 包 括 的 農 地 改 革 法 の 対象 か ら外 され る こ とに

な る舘㌔

ガ イ ドライ ン適 用対 象 とな る商 業 用 農 家 の 規 模 は,豚,馬,水 牛 が 最 低21頭,

ブ ロ イ ラー が ユ千 羽,採 卵 鶏 が500羽,羊 と山羊 が147頭 とな っ て い る。 また,

農 地 ・家 畜 数 比 率(land-to-aniamalratio)を 用 い て,牧 草 地 の場 合 は1ha当

た り1頭,ブ ロ イ ラ ー の よ う な装 置 型 の 場 合 に は装 置 の床 面 積1.7815ha当

た り21羽 と定 めて い る。 この た め,大 規 模 な農 場 の方 が ガ イ ドラ イ ン適 用 対 象

を 受 け や す い とい わ れ てい る29,。

以 上 の よ うに,フ ィ リピ ン政 府 は,バ ナ ナ や パ イナ ップ ル とい った 熱 帯 産 品

や 砂 糖 等 の伝 統 的 な農 産 品 が 低 迷 して い る こ と もあ り,「 新 しい」 産業 と して

の ブ ロイ ラー 生産 に対 して政 策 的 配 慮 を して い る 。 も っ と も,施 設 型 農 場 が 農

地 改 革 の 対象 か ら外 され る こ と に よ って,ど の よ うな具 体 的 な メ リ ッ ト,デ メ

リ ッ トが 生 じる か につ い て は,今 後 の研 究 の 対 象 と した い。

IVま と め

フ ィ リ ピ ンの ブ ロ イ ラー 生 産 にお け る フ ィ リ ピ ンの現 地 系 資 本 に よ る イ ンテ

グ レー シ ョ ンの現 状 につ い て検 討 して きたが,最 後 に 東南 ア ジ ア にお け る ブ ロ

イ ラー の先 進 国で あ る タ イ との 比 較 や 今後 の展 望 を含 めて 簡 単 に ま とめ て お こ、

う。

フ ィ リピ ンの ブ ロ イ ラー 産業 も,タ イ と同 じよ うに種 鶏 の 供給 か ら始 ま って,

素 ビ ナの 供 給,解 体 ・加 工 段 階 まで,サ ン ・ミゲ ル社,ピ ュ ア ゴー ド社,RF

M社 の3社 を 中 心 と した現 地 系 ア グ リ ビジ ネ ス に よ る イ ンテ グ レー シ ョ ンが 進

展 してい る点 が確 認 さ れ た.ま た,ブ ロ イ ラ ー生 産 の各 段 階 で 各 社 が 競 争 し,

.各企 業 が そ れ ぞ れ 高 い シ ェア を確 保 してい る こ とや,種 鶏 及 び食 肉加 工 等 の 分

野 に おい て外 国企 業 との提 携 が 必 要 不 可 欠 で あ る こ と,加 工 や 流 通 部 門だ けで

28)Ibid、,P,2.

29)【bid、,P.2.
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は な く,契 約 生 産 な どを通 じて,ブ ロ イ ラー の 生 産 分 野 に も進 出 して い る こ と

な どの点 で も タイ との 共通 点 が 多 い 。

た だ,フ ィ リピ ンの特 徴 と して注 目す べ.きこ とは,サ ン ・ミゲ ル社 に代 表 さ

れ る ブ ロ イ ラ ーの イ ン チ グ レー ダーが,飼 料 の 成 分 方 式 が 近似 の 養殖 エ ビに も

参 入 して い る点 で あ る鋤。 つ ま り,単 独 の企 業 が,飼 料 生 産 を軸 に ブ ロ イ ラ ー

と養殖 エ ビの両 分 野 に お い て契 約 生 産 を含 む イ ンテ グ レー シ ョン とい う形 態 で,

生 産 ・流 通 ・加.L部 門 を包 括 的 に統 合 す る とい う,ア グ リビ ジ ネ スの よ り積 極

的 な展 開が 確 認 され るので あ る。.しか も,ブ ロ イ ラー に して もエ ビに して も近

年 そ の生 産 を伸 ば して い るだ け に,ア グ リビ ジ ネス が フ ィ リ ピ ンの 第 一次 産 業

及 び そ の 関連 産 業 の なか に 占め る地位 は高 ま って い る こ とは確 か で あ ろ う。

そ れで は,こ れ ら現 地 系 資 本 と多 国 籍企 業 との関 係 が どの よ うに な って い る

の か 。末 廣 氏 は,先 に も述 べ た よ う に農 業 関連 産業 に お け る多 国 籍企 業 と現 地

系 資 本 との 関係 は基 本 的 に は補完 関係 にあ る と主張 してい るが,フ ィリ ピ ンで

も タ イ と同 じよ うな構 造 が み られ る こ とか ら,そ の意 味 で は,フ ィ リ ピ ンの ブ

ロ イ ラー につ い て も補 完 関係 が 成立 して い る とい え るか も しれ な い 。 た だ,ブ

ロ イ ラー 生産 が 高度 に品 種 改 良 され た種 鶏 を前 提 に成 立 して い る こ と,経 営 の

コス トに 占 め る種 鶏 の比 率 が 比較 的大 きい こ とな どか ら,多 国 籍 企業 の技 術 的

優 位 性 ぽ認 め ざ る を え ない 。 さ らに,問 題 とな る の は,両 国 の 最 大 手 で あ るC

Pグ ルー プ とサ.ン ・ミゲ ル社 に種 鶏 を供 給 して い る のが 山:界最 大 の種 鶏企 業で

あ る アー バ ーエ ー カ 一社 で あ る とい う点で あ る。 つ ま り,ア ー バ ー エ ー カ 一社

は タ イ一 国 の レベ ル を越 えて フ ィリ ピ ンに お い て も影 響 力 を伸 ば して い る ので

あ る。 た しか に,現 地 系 資 本 の ダ イナ ミズ ム は否 定 で きない し,両 者 の 関係 が

単 純 な支 配 一 従属 関係 にあ る とい うわ けで もな い。 しか しな が ら,仮 に 両 者が

相 互 補 完 関係 に あ る と して も,そ れ は多 国籍 企 業 の強 い 支 配.ドに あ る もの とい

わ ざ るを え な いで あ ろ う。

この よ うな フ ィ リ ピ ンの ブ ロ イ ラー 産業 も,規 模 の面 で タ イ と比 較 す る と,

30)拙 稿.前 掲論文,32-38ペ ー・ジを参照。
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見 劣 り して い る こ とは 否 定 で きな い。 タイ に おい て は,ブ ロ イ ラー の輸 出 は,

依 然 と して主 要 な 輸 出 用 農 産 品 で あ り,た と えば,1993年 の飼 養 羽 数,輸 出 は

それ ぞれ お よそ7億7千 羽,15万 トンに のぼ る。 しか も,ブ ロ イ ラー生 産 の最

大 手 で あ るCPグ ル ー プだ けで も1993年 に は お よそ2億 羽 を生 産 して お り,同.

社 だ けで フ ィ リ ピ ン全 体 の 食 鳥 生 産 量 を まか な え る勘 定 とな る鋤。 そ の点 で は,

最 初 に述 べ た よ うに フ ィ リピ ンの ブ ロ イ ラー は 明 らか に発 展 途 上 とい え よ う。

だ が,最 近 に な っ て 明 るい 材 料 も出 て きて い る。 ひ とつ は,他 の ア ジ ア諸 国

か ら取 り残 さ れ て い た フ ィ リピ ン経 済 が,93年 後 半 ころか ら回復 の 兆 しを みせ

は じめ,94年 に 入 る と経 済成 長 率 が4%台 まで持 ち 直 して い る点 で あ る。 これ

に よ って,従 来 購 買 力 が弱 か っ たた め に低 水 準 に あ った鶏 肉 国 内消 費 が 増 え る

もの と期 待 さ れ る。 もう ひ とつ は,同 時 に フ ィ リ ピ ン経 済 の ア キ レス腱 と も

な っ てい た 電 力 不 足 が解 消 され て きた た め に,冷 蔵保 存 が 十 分 にで き る よ う に

な り,安 定 供 給 が 可 能 に な っ て きた こ とで あ る。 つ ま り,需 要 と供給 の 両 面 に

お け る制 約 状 況 が あ る 程度 解 消 され つ つ あ る。 これ は,農 業 関 連 企 業 の業 績 に

も反 映 さ れ て お り,た とえ ば,94年 上 半 期 の 企業 業 績 をみ る と,サ ン ・.ミゲ ル

社 をは じめ とす る農 業 関連 企 業 の 売 上 高 も利 益 も順 調 に伸 びて い る。 同 国 の ブ

ロ イ ラー ・イ ンチ グ レー ダ ー は,輸 出 を 開始 す る 前段 階 と して,当 面 は 国 内 市

場 を111心 に経 済 の 回復 に よ る需 要 と供給 環境 の好 転 を利 用 しな が ら,今 後 も引.

き続 き生 産拡 大 を進 め る もの と予 想 さ れ る。

最 後 に,今 回 は契 約 生 産 者 側 か らの分 析 が で き なか ったが,こ れ は この よ う

な イ ンテ グ レー シ ョンの 展 開 の 評価 に必 要不 可 欠 で あ り,今 後 の課 題 と した い 。

91)ダ イの1993年 の鶏肉総生産量 は,約6億5干 万 トンで192年 の9憶2千 万 トンか ら大 きく後退

してい る。総生産量の うちの約40%,約2億7丁.万 トンが輸出されている。総生産量の30%近 く

をCPグ ルー プが 占めている。畜産振興事 業団 『畜産 の情報 海外 編」1994年8月 号,40-56

ペ ージ。


